
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

<Profile> 
1976 年 2 月 2 日生まれ 埼玉県春日部市出身 
2001 年 4 月    昭和大学医学部卒業、昭和大学整形外科講座入局 
         医学部第 1 解剖学教室大学院入学 
2004 年 3 月    同大学院卒業 
2004 年 4 月    太田西の内病院整形外科 
2005 年 4 月    亀田総合病院整形外科 
2006 年 4 月    NTT 関東病院整形外科 
2007 年 4 月    総合高津中央病院整形外科 
2008 年 4 月    公社 荏原病院整形外科 
2010 年 4 月    昭和大学整形外科 助教 
2016 年 4 月    昭和大学整形外科 講師 
2016 年 4-6 月  和歌山県立医科大学整形外科 クリニカルフェロー（脊椎内視鏡手術） 
2020 年 9 月    昭和大学整形外科 准教授 
2022 年 1-3 月   フランスボルドー大学脊椎外科 クリニカルフェロー（脊柱変形手術） 
2023 年 4 月    昭和大学整形外科 診療科長 

就任のご挨拶 昭和大学病院 整形外科 診療科長 工藤
く ど う

 理史
よしふみ

 

昭和大学整形外科診療科長を拝命致しました工藤理史（くどうよしふみ）

です。皆様どうぞ宜しくお願いします。 

2001 年に昭和大学整形外科に入局し、3 次救急外傷を扱う病院を含め

た関連病院にて整形外科全般の研鑽を積み、2010 年に帰局後は専門であ

る脊椎疾患を中心に診療をしてきました。首下がりや腰曲がりといった成

人脊柱変形に対する矯正手術から脊椎内視鏡手術などの低侵襲治療まで幅

広く対応し、2000 例を超える脊椎手術を行ってきました。 

〈正確な診断・高度かつ正確な手術手技〉これらが外科医にとって重要

であることは言うまでもありませんが、単に治療をするだけでなく技術を

後輩に継承していくことや、その治療成績や問題点を外科医の視点から広

く世に発信していくということも大学病院としての大事な使命と考えてい

ます。この信条に基づき後輩達の指導を行い、優秀な外科医 Academic 

surgeon を育成していきたいと思います。 

発 行 昭和大学病院、昭和大学病院附属東病院 

発行責任者 昭和大学病院長 相良 博典 

編集責任者 広 報 委 員 長 山岸 昌一 

〒142-8666 東京都品川区旗の台 1-5-8  

ＴＥＬ：03-3784-8000（代表） 
昭和大学病院 昭和大学病院附属東病院 

＜今後の展望＞ 

整形外科は現在本院と東病院にて診療・手術を行っています。本院では主に下肢（膝・股）人工関

節と脊椎手術、高エネルギー外傷の治療を行い、東病院では手の外科、上肢人工関節、スポーツ外

傷・関節鏡手術を行っています。小児から高齢者まで、低侵襲から高難度手術まで全ての四肢・脊

椎疾患に対応し、最適な治療を提供できるよう心がけています。また、外傷をはじめとした地域救

急医療の中心的役割を果たすだけでなく、入院患者の骨折や急性発症の麻痺などにも迅速に対応出

来るよう医局員一丸となって取り組んでいく所存です。 
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            薬剤師を志した理由・昭和大学病院を志した理由を教えてください。 

             

 

  

 

 

 

 

現在、どのような業務をしていますか。 

 

 

 

 

 

今後、どのような薬剤師を目指しますか。 

 

今月は「1年目 薬剤師 」の竹中 桃子（たけなか ももこ）さんをご紹介いたします。 

薬剤師 

【竹中 桃子さん】 

幼少期に入院した際、薬剤師さんが親身になって寄り添ってくれたことがきっかけで

薬剤師を志しました。そして、昭和大学病院での病院実習を通して患者さんにより安

心・安全な医療を提供するため、専門性を活かし、チーム医療の質を高めている薬剤

師の姿を拝見し、そのような先生方の下で学びつつ、働くことができる昭和大学病院

を志望しました。 

 

現在は薬剤部で内服薬や注射薬の調製を中心に日々業務を行っています。病院に入院されている患者さんの

もとに薬が届けられるまでの流れや、また、患者さん一人一人の治療を適切に行うために薬剤師がどの 

ようにチーム医療に関わっているのかについて、日々の業務を通して学んでいます。 

羽ばたけ期待の医療人 №44 「薬剤部」 

「ラナン・シースマイル」様よりプレゼントが贈られました トピック 

4月 28日（金）に「ラナン・シースマイル」の

皆さまより、小児病棟に入院しているこども達にプ

レゼントが贈られました。 

「ラナン・シースマイル」様は、普段、児童福祉

施設・老人福祉施設・障害者施設で歌やダンス等の

パフォーマンスを通して慰問やイベント参加等を

行っており、その活動の一環として当院にプレゼン

トを寄贈いただきました。贈られたプレゼントは、

こども達へ配布するとともに、病棟のプレイルーム

で大切に使わせていただきます。 

私の目標は、チーム医療の一員として患者さんや医療スタッフから信頼される薬剤師になることです。そして、患

者さんに安心・安全な薬物治療を提供することです。まだまだ薬剤師として未熟な点ばかりですが、日々進歩して

いく医療を学ぶこと、自ら積極的にコミュニケーションを取ることを心がけ、少しずつでも成長していきたいです。 



 

５月 11日、昭和大学７号館（50年記念館）において、さすまた・AED実技講習会を実施しました。 

本講習会は不測の事態に備えることを目的とし、旗の台校舎、昭和大学病院、昭和大学病院附属東病院に勤

務する事務職員を対象に開催しました。 

さすまた実技講習会では、本学施設内に不審者が侵入した場面を想定して行いました。荏原警察署の署員

による指導のもと、さすまたを実際に使用して不審者役に対峙し、不審者制圧の実際を学びました。 

今回の講習会を通じ、参加者は、不審者が侵入した場面に遭遇した場合、被害を最小限にとどめるために

は、職員相互の連携を密にして対処することが最も重要であることを理解しました。 

  

AED講習会では、各附属病院臨床工学技士による指導のもと、参加者は人形を使って、傷病者が目の前に

いることを想定し、胸骨圧迫しながら大声で周囲に協力者を求め、119番通報とAEDの依頼、AEDの操作

といった一連の流れを確認しました。 

今回の講習会を通じ、救命率を向上させるためには、救急車到着までの救命活動において、周囲への協力要

請や傷病者の脱衣などを躊躇せず、直ちに心肺蘇生を開始することが最も重要であると理解しました。 

 

 

 

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

さすまた・AED実技講習会を実施しました お知らせ 

さすまた講習会の様子 AED講習会の様子 



 

5 月 11 日(木)に当院の園芸ボランティアスタッ

フと病院職員で、発熱外来前に置いてある鉢植えを

新たに交換いたしました。お立ち寄りの際には是非

御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボランティアスタッフと鉢植えの交換を行いました お知らせ 

中央棟１階 正面玄関に季節の飾り付けを行いました お知らせ 

中央棟１階 正面玄関にて季節の飾りつけを行い

ました。 

 

今回のテーマは                です。 

 

今後も季節に合わせて、飾りつけを変更する予定

です。 

ご来院の際には、是非ご覧ください。 



 

異動 

 

退職 

 

 

 

 

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

ブラシフラワーが咲きました お知らせ 

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

昭和大学病院の敷地内に植えられたブラシフラワーが咲き、病院周辺を紅く彩っております。 

ブラシフラワーの最大の特徴は花の形で、ビンなどを洗うためのブラシそっくりな形をしており

ます。ご来院の際は、ぜひご覧になってください。 

学校法人 昭和大学の各附属病院・キャンパスを

彩る花々をこちらでご紹介しております 

【附属施設へ】2023年６月1日付 ●血液内科 近藤智香（藤が丘病院へ） 

【外部施設へ】2023年6月１日付 ●産婦人科 宮上景子 

2023年 5月 8日付 ●整形外科 片山悠志 

2023年 5月 31日付 ●産婦人科 藤井歌倫 



 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

 

          

  

      

 

 

 

  

 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                

 

                                

 

 

臨床病理診断科  

安原 努 先生へ 

 

診療科の医師より臨床と合致

しないデータ(疑高値疑い)の

相談をうけ、検体検査室へ精査

依頼をいただきました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

抗菌薬の適正使用により副作

用および薬剤耐性化リスクの

軽減に寄与しました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

精査した結果、疑高値であること

が判明し、患者さんの正確な診断

の一助となりました。 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

感染症内科 時松 一成 先生へ 

 

広域抗菌薬の長期使用に対して再評価によ

る使用の中止を促していただきました。 

感染症内科 時松 一成 先生 

心臓リハビリテーション室 

山口 友香 様へ 

 

いつも心臓リハビリテーションに通っ

ている患者さんの細かい情報を伝えて

くれてありがとうございます。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

患者さんの背景を細かく共有

ができ、最適なリハビリテーシ

ョンを提供できます。 

山口 友香 様 木村 和江 様 

 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

心不全患者の再入院の抑制が

できます。 

臨床病理診断科 安原 努 先生 

 

入院棟 15 階 木村 和江 様へ 

 

いつも心不全チームの中心となって、患

者教育や情報共有をしていただき感謝

しています。 

サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 38回） トピック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

 空調がうるさいです。また、ひど
く乾燥している為、加湿して欲しい
です。 

 この度はご不快な思いをさせてしまい申し訳ありません
でした。  
 監視室で点検をいたしましたところ、空調の吹き出し口が
全開になっており音が発生したと思われます。吹き出し口の
開度を調整し、音の軽減をいたしました。 
 また、病室の湿度の基準は冬季が40～50％となっており
ます。基準に従い、冬季は湿度40～50％設定で空調を行い、
外気にも寄りますが、基準を満たすようコントロールしてお
ります。 
 何かありましたら病棟スタッフにお申しつけください。病
棟スタッフより監視室に連絡し、対応させていただきます。 

監
視
課 

毎日食事がとても美味しいです。
自宅で食べるより、すごくバランス
がよく、感謝しています。自宅でも
参考にします。 

 感謝のお言葉、ありがとうございます。 
 栄養科一同、今後も患者さんに満足いただける様に努めて
参ります。 
 ありがとうございました。 

栄
養
科 

患者さんのご意見・ご要望 
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2023年6月号掲載分

ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

77件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他
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2022年度・2023年度ご意見・ご要望の

推移

大学病院・東病院（2022年度） 大学病院・東病院（2023年度）



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

お知らせ 入院前 PCR検査継続のお知らせ【令和５年５月８日時点】 

編集後記 小児循環器・成人先天性心疾患センター 特任教授 富田
と み た

 英
ひでし

 

まだまだマスクを着けている方が多い中、連休が明けると新型コロナが 5類に移行。病院だより 6月号

が出る頃には世の中、どうなっているだろうかと思いながらこの原稿を書いています。3 月、4 月と海外

の学会に出席しましたが、会場にはほとんどマスクを見かけませんでした。羽田からの飛行機の中では多

くの方がマスクをしていたのですが、慌てて外しました。夏に向かい、この病院だよりが出る頃には、ご

く自然にマスクなしで過ごせるようになっていることを祈るばかりです。 

 

当院では院内感染を防ぐために、入院されるすべての患者さんを対象に、新型コロナウイル

ス感染症の検査（PCR 検査）を引き続き、実施いたします。  

  入院前検査にご来院頂くことになりますが、患者さんご自身の安全と院内感染防止のため

に、ご協力をお願いいたします。  

 また、令和 5 年 5 月 8 日より新型コロナウイルス感染症が感染症法上 5 類に移行するため、

検査費用の公費負担は終了となります。  

 そのため PCR 検査にかかる費用に、患者さんの自己負担（医師の判断に基づく保険診療によ

る自己負担）が発生いたします。  

 安全・安心な医療を提供し院内感染防止に職員一丸となって取り組んでまいりますので、ご

理解とご協力を何卒お願い申し上げます。  

昭和大学病院  病院長  

昭和大学病院附属東病院  病院長  

 

 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 
・高度医療の推進 
・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 
・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、
質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 
・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

※本内容は令和５年５月８日時点のものを掲載しております。  

最新情報につきまして、当院ホームページをご確認ください。  

 


